
授業概要

造園系分野で必要な基礎的な知識・技術を習得すると共に、その考え方・視点を習得します。
授業は２コマを１単元とし180分の実習となります。
【知識・理解の活用、課題解決】【汎用的技能、諸要因探求】【人間力、他者と協調】

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 710098 配当学年 ２年次

科目名称 [英語名称] 造園ガーデニング実習Ⅰ　[Practice in GardeningⅠ]

単位数 2

開設学科 環境園芸学科

授業形態 実習

学位授与の方針
との関連 DP1(1) DP3(2) DP3(5)教員氏名 林　典生／平岡　直樹／岡島　直方/牧田　直子／櫻井　清喜/平

木　克二

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修
実習内容を思い出しながら丁寧にレポートをまとめてください。
レポート作成の所要時間を記入するように実習ノート（ファイル）を配布します。
詳細はガイダンス時に説明します。

授業の到達目標 造園系分野に必要な、知識・技術および考え方・視点を習得することで、様々な現場や分野で活用できる人材を育て
ることを目指す。【専門分野のスキル】【コミュニケーション力】

造園ガーデニング実習ノート
および授業中に配布する資料など

テキスト

実習授業なので、その日の実習内容が主な
課題となります。説明をよく聞いて、適切に
実施できているかどうかは観察され、問題点
があれば指摘されます。

課題に対する
フィードバック

毎授業終了時のレポート、最後に提出するレ
ポートの内容、複数回実施する持ち物チェック
・授業態度、発表などにより評価を行います（1
00点）。
レポート未提出の学生は成績評価対象外にな
ります。各回レポートの提出をため込むと、提
出レポートの枚数が増えるか、原点の対象に
なります。

評価方法

多数あるので、授業中に紹介する。参考書

実習系の科目を体系的に取得してもらいたいので、初回に実習系科目相互のつながりについて説明を行う。
造園業に携わっている教員が授業を担当する。

備考

授業計画

授業は２コマを１単元として以下のような内容で実施する（昨年度の内容を抜粋、変更がありえます）。

第　１回：オリエンテーション
第　２回：男結び・道具の使い方
オリエンテーション的な内容を取り上げる。この間に班分けを行う。
第　３回：作庭基礎体験Ⅰ
第　４回：機械・管理Ⅰ
第　５回：ガーデン基礎Ⅰ
第　６回：花壇管理Ⅰ
4班編成だった時の第1回目の内容。
第　７回：見学実習
実習中に1回は行く予定の宮崎市内緑地見学実習です。
第　９回：ガーデン基礎Ⅱ
第１０回：花壇管理Ⅱ
第１１回：機械・管理Ⅱ
第１２回：作庭基礎体験Ⅰ
第2回目の内容。
ガーデン基礎ⅢA
第１３回：ガーデン基礎ⅢB
第１４回：木工Ⅰ
第１５回：確認実習
第3回目の内容。

（実習内容はその年の状況に合わせて内容や取り上げる順序が変わる場合があります。）
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関連する科目
後継科目は、「造園ガーデニング実習Ⅱ」、「造園施工実習」である。

授業の進め方と方法

受講者をグループに分け、テーマごとに実施します。
目標としている課題を達成するための身体の動かし方を体験します。

実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○
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